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今年も卒業，進入学の季節を迎えた。医学部の卒業生
にとっては，卒業の喜びよ Pも，産後iこ控えた屋師国家
試験〈国試〉の関門を通過することが最大の関心事であ
ろう。激しく言えば，国試は厚生省の行うことであり，
医学教育にたずさわる教宮には教育の担元に立脚した然
るべき規範がある筈である。殊に昨今のように，国試の
合格を臣的生している学校も数多い現状ではその必要性
が痛感される。とは言うものの，医学部専門課麓は職業
教育であることは語れもない事実であり，その成果とし
て，まず，富家試験にはシッカリ合格できるだけの学生
を送り出したいと言うのも，教宮には共通した願いで、は
あるまいか。
最近，本学54年卒のT君が昭和49年から56年までの全
国の医学部，医科大学の卒業生について公表された国試
の成義に基づいて統計的な考察を行った。これは雑誌
「軍学教育」に発表との事であるが， いくつかの輿味あ
る結果について笛条書き的に紹介したい。 
1. 調査対象は，総計70校で，国立既設大(25校)，国
立新設大(9校)，公立既設大 (18校)，私立既設大 (13校)， 
私立既設大 (15校)の 5グノレ}フ守こ分類し比較した。 
2. 受験者数と合格率，新卒受験者数は昭和 46年の 
3，400人から 56年には 6，944人と信増している。一方，
既卒受験者〈前回の国試に失敗した再挑戦組〉は同時期
に， 30入から 1，181入激増している。これは，受験生の
増加のためよりも，昭和47年から多肢選択問題が導入さ
れて冨試の合格率が急識に低下したことによる。 
3. 国試合格率を各グルーフ。JIJに比較すると，おおむ
ね菌立新設，国立既設，公立既設，私立既設，私立新設
の顔となる。既卒者の合搭率は，新卒者に較べて著しく
イ尽く，せいぜいその半分程度である。 
4. 各大学における全受験者のうちで占める既卒者の
割合を既卒者率とすると，当該大学の全体合格率と撞め
て強い相関 (r=-0.89)を示す。これは，上述の如く
既卒者の合格率が掻めて悪いから，全体の合搭率を大き
く押し下げる要因となっているためである。言え換えれ
ば，国試、浪人を沢山かかえこむ法ど，その大学の合第率
は悪くなる。このことは従来つとに指擁されていたこと
であるが，更に興味が深いのは，既卒受験者数とは藍接
関採のない新卒合格率も全体合格率と強い相関を示す
。従って，浪人だけに全責任があるので誌=-0.76)(主
なくて，悪い所は始めから悪いのだということにもなる
訳であろう。 
5. 既卒者の合格率は，受験回数が 4回以下， 5-12 
毘， 13回以上と分けて比較すると， 26，15，3 %と抵下
している。又，昭和56年には私立新設校の 1校あたりの
平均既卒者不合格者数辻18.5人にも達し急激な増加を見
せている。 
6. 昭和48年に入学した全盟各大学の医学生について
く国立新設授は除く)， 6年開でストレ}トで卒業した者
の合格率泣，すべてのグルーフ。で、80%以上であった。一
方，在学中留年を経験した者の合格率は，冨立既設，公
立既設，私立既設，私立新設の臆に， 49，55，55，32% 
となり，極めて低く，特に私立新設校での抵下が臣立つ。
又，留年なく 6年間で卒業し，卒業室後の春の国試に合
慈した者お入学者全体iこ対する割合〈国試合格歩留り率)
は，国立既設78弘，国立新設76%，公立既設75%，私立
既設66%，私立新設47%であった。つま担私立新設大で
は入学者の半数訴上が 6年間では医師免許を取得できな
い状況である。しかし，国公立大でも 4-5人に 1人は
ストレートには童話事になっていないことも注告される。 
7. 冨立既設校について地域別に国試合棒率を見る
と，昭和 49年以降山陰，山陽，四冨，九州地区の成讃は一
貫して不良であり有意に低い。その原因は不顎である。
以上の結果はいずれも春の冨試を対象iこしての分析で
ある。 
8. 秋の国試受験者数は，詔和46年の 433入から昭和 
56年の 2，326人と著しい増加を示している。この増加の
主因は私立新設校からの卒業生である。これらの学校で
は 13.4%が秋の卒業生であり，合格者も当該校全体の 
17.1%にも達している。これらの数値は国試の年一回一
本化が実撞された場合の影響を考える上で重要であろ
つ。
年需の通算冨試合格率か51-56君は昭和Tこ，i最後 
ら，全国各大学の]r頁位をつけて見た。この中で本学のラ
ンクが気になる所であるが，君主設国立大の平均的レベル
にあるとだけ記しておく。更に言えば，新卒者合接率は
比較的良いが，塁走卒者のそれはかな担悪い方であるとい
つ。
私には，本学の学生り入学時の学力を考えると，全国
平均と言うよりも，平均以上であってしかるべきという
気もするが，過大な期待であろうか?
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